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アルタイ（中国側)の最高峰へ行きましょう
中国、モンゴル、ロシア、カザフスタン四国に

またがる「アルタイ」山脈は、約2000kmにも及ぶ

大山脈です。その最高峰はロシア側にあります。

今回は、中国、モンゴル国境付近にそびえ立つ

｢友誼峰．4,374m」が目標です。モンゴル側では

古くから「タバン・ボグド」と呼ばれ、その主峰

は「フィティン・4,422m」とされています。

モンゴル側からは、何登もされている山ですが、

中国側からは「未踏」です。かって1988年に開高

健が巨大魚を求めて探索した「ハナス湖」を船で

わたり、更に奥に分け入りこの主峰を目指してみ

ませんか。興味のある方は、HAJ事務局へ連絡

下さい。

記

1．日時：1999年7月24日(土)から28日間程度

2．募集人数：約10名

3．費用：65万円
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引き続き募集中〃

カバン峰(6,717m)未踏峰

チョム・カンリ(7,048m)

ニンチン・カンサ(7,206m)

表紙写真 約3週間の長いキャラバンの末、サイパル北面へ入山した。北サイパル氷

河へ入ると、サイパル北面の姿を望む事が出来た。氷河内院を馬蹄形に囲む

様に稜を伸ばしたその姿は、まさに「白き城壁」であった。

チーム・サイパル'98野沢井歩

ヒマラヤ No.B巳フ

1．西ネパールの白き城壁サイパル(7,031m)北面の記録
チーム・サイバル'98 野沢井歩
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23．中国高峰登山15年小史(20)西蔵その6
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｢西ネパールの白き城壁」

サイパル(7,031m)北面の記録

チーム・サイパル98野沢井歩

はじめに「西ネパールへの着想」

私にとって、はじめてのヒマラヤ登山は、91年

のマカルーであった。その時の長いアルン谷のキャ

ラバンは、雨の中、ジュガ（山蛭）に血を吸われ

ながらも、今まで体験した事の無い非常に楽しい

山旅であった。こうしてすっかりネパールの魅力

にハマッテしまった私は、以来毎年のネパール通

いが続いている。

しかし、私はここ近年ネパールではトレッキン

グ・ピーク登山やトレッキングが主で、ネパール

でのエクスペディションは久しぶりである。それ

はネパールの登山料の大幅値上げ、リエゾン・オ

フィサーを始め、現地スタッフ等に掛かる費用の

高騰など、毎年ヒマラヤへ行こうと決め、それを

実行する上で、ネパールでのエクスペディション

は金銭的に非常にきついからであった。

又、現在ネパール・ヒマラヤに限らず、ヒマラ

ヤへの多くの登山隊は、プ・モリ、アマダブラム、

といった、アブ°ローチが楽で形の美しい有名な山

や、サガルマータに代表される8,000ml峰のノー

マル・ルートに集中しているといえる。これらの

山々は登山隊が入り乱れ、ルートエ作をどこが行

なうか、ロープは、ラッセルは…と様々な問題を

引き起こしている。

今回私達は3人で行なう登山であるので、自分

達だけの力で登る登山を行ないたいと思い、他に

登山隊のいない山を選ぶ事にした。

又、人気の山々のアブ°ローチ・ルートとなる、

エベレスト街道、アンナプルナ周辺などは、多く

のトレッカーが訪れ「ヒマラヤ＝辺境の地」といつ
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た図式は成り立たない様に感じる。そういった観

念からアプローチもトレッカーのいないエリアに

傾倒していった。

800kmを有する、ネパール・ヒマラヤである。

まだまだ登山隊の入らない静かな魅力ある山々が

多く残されている。

特に西ネパールの山々は、高さこそ標高6．70

00m級ながら、アプローチも含め面白そうなエリ

アである。こうして私達は西ネパールのエリアに

興味を持ち始めたのであった。

しかし、やはりヒマラヤを目指す以上「高さ」

に対するこだわりも捨て切れない。ネパール・ヒ

マラヤでは、ダウラギリ山群以西では、アピ（7,1

32m)、アピW(7,100m)、サイパル(7,031m)

の3座の7,000m峰がある。こうして、私達はこ

の中からサイパルを目標の山とした。

サイパルという山

サイパル山群は小さな山群である。南面は、主

峰を中心に、サイパル氷河を馬蹄形に囲む形で、

山稜が伸び。北面も同じ様に、馬蹄形に北サイパ

ル氷河を囲む形で山稜が続いている。主峰の他、

サイパル東峰、フィルンコフなどの山がある。

サイパルの登山史を簡単に記載してみる。

1953年秋、私の最も尊敬する登山家、オースト

リア人のH・ティッヒーによって、長い西ネパー

ル横断の旅の最後として南面が踏査された。

初登頂は1963年秋、同志社大学隊によって南稜

から成された。その後じつに22年ぶりの1985年秋、

スペイン・フランス隊によって、南西壁アルパイ

ン・スタイルと、南西壁～西稜ルートからと相次



いで登頂された。

北面側は1990年秋、北東稜ルートより、スイス・

フランス隊、オーストリア・ドイツ隊の2隊によっ

て登頂された。

サイパルは何故か初登以来、日本隊の入山記録

はない。せっかく行くのであるのだから、まだ日

本隊の挑戦の無い北面側を探ってみようと決め準

備を始めた。

ｱﾌﾟﾛｰﾁ

サイパルの南面に入るアプローチは、ダンガリ

よりダンデルドーラまで車道が伸びている。そこ

からセティ川沿いよりガート・コーラに入り、9

日間のキャラバンでサイパル氷河上のBCに入る

事が出来る。この南面のアプローチ・ルートはト

レッキング・ガイド書などにも紹介され、比較的

情報が豊富なのだが、それに比べ北面に入るアプ

ローチ・ルートは情報が少ない。

今回この北面ルートのアプローチを採るに際し

て、今秋、同じく西ネパールを目指し、ネパール

通でもある「大阪山の会」の大西氏より地図、情

報、アドバイスを頂き、｣犀R不足の北面のアプロー

チに大きく役立った。

私達は登山もさる事ながら、下（アブ°ローチ）

も楽しみたいという大きな目的が有るため、カト

イン

Fルワー

フ

函

マンズより陸路を使ってのアプローチとする事に

決める。

カトマンズよりスルケットまでパス。そこから

ポーターによるキャラバンを始め、ダイレクージュ

ムラーララ湖の東、ガムガリーシミコットーサイ

パル北面BCといったルートである。

昔の登山隊に比べると、まだまだ甘いかもしれ

ないが、カトマンズよりサイパル北面BCまで約

3週間、胸踊る楽しいプランである。

最近、ヘリでBCまで人山する隊も多いが非常

にもったいないように思う。

サイパル北面の入り口となる、フムラ地方はこ

の春、飢饅に雲われ、食糧が不足しているらしい。

カムパ・ゲリラが暴れているなど物騒な情報も流

れている。又、西のポーター事情が悪い事などか

ら、ローカル・ポーターは全員カトマンズより連

れていった。

この長いキャラバンをのりきるため、136リッ

トルの石油を準備した。それに伴い丈夫な日本製

の石油ポリタンも準備した。

又、個人装備、BC使用分の食糧は「ダル」を

使用したため、雨の多いモンスーン期のキャラバ

ンでも安心できた。

チベットサイパル概念図
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サガルマータ

カトマンズ
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登山基本計画

登山方法は、メンバー3人自分達の力で登山が

したいので、シェルパ・レス。ハイ・キャンプは

テント1張りを随時移動させる、といった方法で

荷物の軽量化を図る。そうすることにより自然と

個装も軽量化されて行く。しかし今回ルートが解

らない為、FIX用のロープ50m×8本を用意し

た。

現地スタッフは、サーダー兼コックとキッチン・

ボーイだけを雇う。食糧も現地食中心。今回食糧

担当は、この道のプロ、岩崎氏であるため、食糧

の買い出しは、コック相手に厳しくチェックされ

た（現地食中心なので、ダル・パートが苦手だと

少々きついかも、しかし酒に関しては甘いとの声

も)。

このような方法だと荷物を減らせ、小回りも利

くし、結果資金の削減にもつながった。

隊の構成

隊長野沢井歩（34歳）

隊員岩崎洋（38歳）

隊員古谷朋之（25歳）

LOアリカリ・ラダ・クリシュナ(38歳）

サーダー兼コックデビラム．パラジュリ（38歳）

KBディビ・ライ(37歳）

ローカル・キッチン2名

ローカル･ポーター、往路22名、復路5名

キャラバン

8月18日～24日野沢井、岩崎はバンコク経由、

古谷は関空ダイレクト便にて、全員カトマンズに

集結する。タメルの一人100RS(200円）の安宿

に落ち着き、準備を始める。

出発時の円安により両替では非常に損をしてし

まった。闇両替より銀行で替えたほうが換金率は

良いくらいだ。

しかしLOの装備代等が予想以上に安くあがっ

たのはラッキーであった。又、今年は殆どのLO

がBCまで同行した。（当たり前だが）

装備、食糧、燃料を梱包すると。24個の荷物と

なった。それを22人のポーターで運んでもらう。

－4－

▼キャラバン途中のパッティ

全員カトマンズから連れて行くため、食糧、燃料

が減っても途中解雇無し、全員BCまで連れて行

くという約束である。

又、長い西ネパールのキャラバンという事を考

え、ローカル・キッチンを2名雇い入れた。

8月25日チャーターしたミニ・バスにメンバー、

LO、スタッフ、ポーター、隊荷を満載しカトマ

ンズを出発。

奇しくも同時に出発となった山野井夫妻のマナ

スル隊とバスを並べ、ムグリンまで一緒にと考え

ていたが、我がLOの遅刻のために我々のバスは

30分程の遅れで出発。

ネパールではバスの止まるドライブ・インのダ

ル・パートがうまい。特にムグリンのダル・バー

ドを楽しみにしていたのだが、昼食前という事で

通過してしまったのが残念であった。

ムグリンからポカラヘの道と分かれ、南下。ナ

ラヤンガートで川幅が広がったトリスリ川を渡り、

タライ平原を西へ向かう道路へ入る。

25日は「ハリタリカ」と呼ばれる女性だけの祭

りの日で、至る所で着飾った女性の歌声、ダンス

が繰り広げられていた。

タライ平原を西に向けひた走る。夕陽に向かい

走るバスは、西へ向かう臨場感溢れるシーンであ

る。夜は蛍の群れが美しかった。

この時期、雨季の影響で道路の決壊が心配され

ていたが、何とか順調に進んでいった。しかし後

40kmで無事スルケットヘ到着かと思いきや、立ち

往生のトラックと遭遇。結局スルケットからのバ

スに乗り換え26日到着。



しか宿泊地に到着できない状態であった｡）

天候も比較的安定していたため、心配していた

ジュガ（山蛭）もそれほど多くない。

8月30日久々の雨。石楠花林の道をジュガに

注意しながら進む。途中のパッティーも更にロー

カルな感じとなり、道も細くなってきた。

尾根道をぐんぐん登り、メンバー、ポーター共々

ヘトヘトになって草原状の美しいマーンプ・パス

(3,800m)を越えた。この峠の下には、温泉があ

ると聞いていたが、ただの馬小屋が有るばかりで

あった。

8月31日マーンプ・パスを下り、粟、麦畑の

広がるディリコットの村となる。再び高度を大き

く下げたため暑いキャラバンとなる。

ルルボック・コーラ沿いを進み、小さな峠を登

りきると、エルチッカ村に到着。村の学校にテン

ト泊。外国人が珍しいのだろう、私達のテン場に

は多くの村人が訪れ、特に日暮れまで続く子供の

相手には苦労させられた。

9月1日終日雨。エルチッカより田園の畦道

なのだが、一見「雲の平」みたいな美しい風景が

広がる。

この辺りは私達の持参したマンダラ・トレッキ

ングマップ、通称「冑焼き地図」では随分とルー

トが違っていた。やはり現地の人から情報を得る

のが確実だが、時間に関しては目茶苦茶であった。

しかし時計の無い生活を送っているので当たり前

かもしれない。

ジュムラヘと続く、ティラ・コーラへと入る。

しかし途中からティラ・コーラから離れ近道とな

るシンジャ・コーラ沿いへとルートを変える事に

ンジャ・コーラとティラ・コーラの分岐

▼ダイレクの街並

スルケットは山間の盆地状の街で、標高800m

なので非常に暑い。それに加え、このエリアー帯

はドライエリアのため、街で酒類の入手は困難で

ある。幸い私達の宿にはビールを140RSという

高値だが置いていた。この先ビールが飲めそうに

ないので、ここで充分に補充しておく。

8月27日いよいよ長いキャラバンの始まりで

ある。

スルケットよりダイレクまでは車道建設中とい

う事もあってか、道幅も広く、人々の往来も多い。

とは言ってもエベレスト街道、アンナプルナ周辺

とは違い、やはりトレッカーなどの姿は皆無であ

る。途中のパッティーもローカルなもので、ミネ

ラル・ウォーター、コーラなどのたぐいの物は勿

論無い。しかもこの暑さなので、生水をガブガブ

飲めないとこのキャラバンはやっていけない。幸

い、特に腹をこわす者はいなかった。

8月28日この日も非常に暑い。炎天下の中、

バテバテとなってダイレク着。この街はいわゆる

宿場町といった感じの大きな街で、道沿いに商店、

旅館などが立ち並ぶ。

8月29日ダイレクを過ぎるとグッと人々の往

来も減り、石楠花林の多い山道と変わる。小さな

山の登り返しを繰り返す。しかし標高は依然上が

らず、暑い中キャラバンは続いた。沢があると決

まって水浴び兼洗濯となる。

キャラバン当初苦労したその日の昼食場所、宿

泊場所の決定も次第にリズムが掴める様になって

きた。（カトマンズ・ポーターは都会生活に冒さ，

れているのか、出発当初は、連日半分のポーターI

道沿いに商店、▼シンジャ

等
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▼橋に施された堀り物

する。この谷に入る日本隊は初めてであろうか？

このあたりに掛かる橋には、カトマンズの骨董

品屋に並ぶ様な、人の顔の彫り物が施され興味深

い。

ティラ・コーラ、シンジャ・コーラの分岐点の

村ナグマ泊。

9月2日シンジャ・コーラへ入ると、民家の

屋根もチベッタン風な平屋根と変わってきた。ダ

ル・パートの米は赤米である。谷は開けのどかな

風景が展開する。この辺りはトイレの無い村が多

く、道端は牛糞、人糞、それにたかる蝿には閉口

した。

この季節、予想以上に野菜、果物も豊富で、特

にリンゴは1つ50パイサ（約一円）という安さで

あった。

9月3日シンジャ・コーラ沿いのルートは途

中、ララ湖西側、ジュムラ、そのままシンジャ・

コーラを詰め、ララ湖とジュムラを結ぶルートに

出る、といった3ルートに分かれる。そこで、ポー

ター、地元の人も巻き込み協議となる。結果シン

ジャ・コーラのルートに決めた。このようにその

日その日でルート変更が可能なところが、西ネパー

ルならではの魅力である？

シンジャ・コーラは次第にゴルジュに渓相を変

えると、ジュムラとララ湖を結ぶトレッキング・

ルートへ出る事が出来た。

日暮れ近くチョウタ着。しかしポーターは9時

過ぎに全員到着。こう連日遅れがちでは、これか

らも心配であるため、ナイケ（ポーター頭）には

4時までに到着出来る様、1日の行動距離を短く

▼赤米のダル･パート。カラーでお見せ出来ないのが残念／

する様指示した。

9月4日緑の中のチョウタ・コーラ沿いのルー

トをグルッチ・パスを目指す。そしてこのルート

上で始めてトレッカーに出会う。

草原の美しいグルッチ・パス(3480m)を越え

るとララ湖東の大きな街ガムガリである。この日、

時間的にガムガリまで充分なのだが、先日ナイケ

にクレームを言ってしまった手前、途中のピナ泊

となってしまった。

9月5日本日はガムガリまでの半日行動であ

る。

ララ湖まで2時間という場所なので観光にでも、

と思っていたのだが、結局だらだらと過してしまっ

た。又、同じく西ネパールの山を目指している、

｢大阪山の会」隊の本隊到着を待つ柳原氏と偶然

にも再会。

夜はスタッフ、ポーター達を連れ、久しぶりの

チャンにありつく。

▼明るく開けたシンジャ・コーラの谷

ハ

ーb－



▼美しい、グルッチ・パス

今回雇用したポーター達22人とはすっかり顔も

覚え打ち解けてきた。安藤さん、星野君、など知

り合いの山仲間に顔が似ている連中も多く、それ

が彼らのニックネームとなっていた。

9月6日～当初ガムガリより大きな山越えの

ある尾根筋のルートでシミコットヘ向かう計画で

あったがローカルの人のアドバイスで、ムグ・カ

ルナリ川に沿って下り、スルコット峠(2,480m)

を越え、フムラ・カルナリに出る。この川は大き

く屈曲している為、メタ・パス(3,480m)を越

えショートカット、再びフムラ・カルナリ川へ降

り立ち後は川沿いをシミコットまで進む、といっ

たルートへと変更した。

ムグ・カルナリ川沿いの道はアップ・ダウンは

少なく助かるが、道はさらに心細くなってきた。

植物も相変わらず多い、イラクサ、ガンジャ？の

群生の他サボテンも現れてきた。又、セパーロと

呼ばれるトカゲが多いo60cm級の「オオトカゲ」

▼キャラバン中のキャンピング

ヴ

ーイ－

に遭遇し、肝を冷やした事もあった。西ネパール

ではなにがいてもおかしくない。

村の数も減り、ポーター達の食糧を調達するの

も大変になってきた。

ムグ・カルナリ川沿いのスンムレという村では、

着飾った女性達による、女性だけの祭り、「ハリ

タリカ」に似た祭りが行なわれていた。女性達は、

海から遠く離れたエリアだからか、貝殼を使った

アクセサリーをよく見かける。

9月7日ムグ・カルナリを離れ、スルコット

峠(2,480m)を越えると、フムラ・カルナリ川

へと降り立つ。川沿いの村トンツァは村人が皆放

牧へ出掛けているらしく、まるでゴースト・タウ

ンの様である。ポ･一ター達の食糧の入手が更に心

配な所であった。

9月8日フムラ・カルナリヘ出て、この川の

屈曲点をまたぐように、メタ・パス(3,480m)

を越える。この峠越えは、西特有の直登ルートで

今回一番の大登りとなった。途中道を間違ったり

のハプニングもあったが無事峠を越えた。

その峠からは、わずかながらフムラ地域北側の

ヒマラヤを眺める事が出来た。こんなに歩いて来

てやつとという感じである。

キノコの多い松林を下りグンサ村泊。

ここでは村人が薬、治療を求め多くの村人が私達

のテントを訪れてきた。

9月10日・11日再びフムラ・カルナリ川に降

り立ち、川沿いのルートをシミコットヘ向けて進

む。ここからはあまりアップ、ダウンの少ない川

沿いの道が続く。

▼ガムガリの街並



▼ムグ・力ルナリ川沿いのキャラバン
意毒一山d一･一･･,.b1．－･…---品

途中、フムラ・カルナリ川にチャン・ラより流

れ出るドザム・コーラが合流。

シミコットはフムラ・カルナリ沿いより2時間

も登る高台にある街である。

この街は、フムラ地方最大の街で、飛行場をは

じめソーラーによる電気、電話もある。街の商店

には中国製品も溢れ、私達の投宿したのは「ホテ

ル・マナサロヮール｣。チベットに近づいてきた

臨場感が味わえる。

飛行場にはインド国境近くのネパール・ガンジ

などからロイヤル・ネパールのレギュラー・フラ

イトが週3便就航されている。その他、米などを

輸送しているネコン・エアー便が毎日飛んでいる。

このような情報はカトマンズでは入手出来ないの

で行ってみて始めて解る情報である。

又、最近このエリアがトレッカーにオーフ°ンさ

れた事で、今後カイラスヘのトレッキングの基地

としてシミコットも随分変わってしまうのだろう

か？。

しかし飛行機で一時間あまりの所を二週間かけ

て歩いてきたのはある意味では贄沢な事なのだろ

う。

－8－

▼スンムレ村の女の子

シミコットでは、今キャラバン初めての1日レ

ストとする。久しぶりに飲むビール、チャンは大

変美味かつた。

9月12日いよいよサイパルの北面のBCを目

指す。

シミコットより所々ゴルジュとなるフムラ・カ

ルナリ川を大きく高巻く様に左岸側を湖る。

途中チベットから塩を背負う山羊の隊商とすれ

違い、チベットの近さを実感する。それにしても

非常に蝿の多い所で辞易させられた。

フムラ・カルナリ川は、チュンサで北よりチュ

ンサ・コーラ、南よりカヮ・ルンバが流れ込みい

わゆる十字峡となる。サイパル北面へはこの十字

峡を南より流れ込むカヮ・ルンバへと入る。今回

この十字峡がうまく渡れるかが大きなポイントで

あった。なぜなら私達の持っている地図では、十

字峡に橋が無く、大きく迂回する様になっていた

のだ。もし迂回する様であると2～3日のロスと

▼ガンジャの基？の群生
山守｣…齢二一■壷



▼シミコットの旧市街

なってしまう。しかしやはり現地に来てみるもの

で、この十字峡には立派な橋が架けられていた。

こうしてサイパル北面の入り口へと入る事が出来

た訳である。

しかし、私はこの日、蚊に刺された足の甲を、

蝿にたかられたためか、菌が入り股の付け根のリ

ンパまで腫れ発熱。一時どうなる事かと心配だっ

たが、抗生物質のおかげで事無きをえた。

十字峡の河原泊。

9月13日カワ・ルンバの谷にはさらに北サイ

パル氷河より流れ出るカンラ・コーラが注ぎ込む。

私達の目指す北サイパル氷河末端のBCはこの

カンラ・コーラ沿いにルートを採る。

このカンラ・コーラ手前にはチャラという「ラ

マ族」の村が有る。なんとここでは、麦チャン、

ジャガイモの入手が可能で、しかも帰路のポーター

確保も大丈夫との事。BCから一日内にこういっ

た村があるのは有り難かった。

▼チベットからの山羊の隊商

▼シミコットの新市街と飛行場

－9－

大きく高巻く様に進むカンラ・コーラ沿いのルー

トは美しいお花畑となった草原であった。

「青焼きの地図」によると、途中トトリヤ・カ

ルカという地名が記載されているのでここを目指

す。しかし実際その地名は、クワリ・コーラに至

るルート上にあるらしい。どうもこの地名を元に

情報を集めようとするのだがローカルの人々から

聞く話と食い違う訳である。カルカ泊。

9月14日いよいよBC入りである。

カルカを出発し、川沿いにルートを採り進む。

4時間程詰めた、カンラ・コーラ左岸、北サイパ

ル氷河舌端近くの草原状の台地にBC(4,200m)

を建設した。

カトマンズ出発からじつに20日目の到着であっ

た。さすがにポーター達も再び歩いて帰るのには

畔易したらしく、なんと全員シミコットより飛行

機で帰っていった。

▼最奥の村チャラ



▼BC(4,200m)全景

登山活動

私達の建設したBCは、お花畑の草原状で、す

ぐ近くには飲料水となるきれいな沢が流れ、トイ

レも水洗である。そしてなんといっても、この美

しい土地は、他の登山隊のいない、私達だけの静

かな村となったのがうれしい。ここは以前の登山

隊がBCとした形跡も無かった。

一応BCらしく、タルチョーをはためかせ、プ

ジャ（安全祈願）も行なった。しかし今回スタッ

フにシェルパ族はおらず、（これが本当のシェル

パレス？）見よう見まねの怪しいプジャとなって

しまった。

北サイパル氷河を詰める

9月17日～登山開始。まずサイパルヘ取り付く

為には、北サイパル氷河を測らなくてはならない。

氷河舌端より取り付き、氷河上のモレーンを進む。

途中のアイス・フォールを避けるため氷河の右岸

沿いに上がる急なガレ場を登る。側壁と氷河右岸

沿いのコンタクトラインにルートを採るが、途中

クレパスに|咀まれたため、側壁を一段上に上がる

とそこはお花畑となったアブレーション・バレー

となっていた。この美しいルートを進む。前方に

は城壁の様に立ちはだかるサイパルが望める。や

がてルートは側壁に吸い込まれてしまうため、再

び氷河上のモレーンを進む。ケルンを積みながら

ルートを設定し、サイパル間近の氷河上のモレー

ン上4,800mをC1とする。

-10-

▼西ネパールに現れた、あやしい登山隊

ルート工作、敗退

9月19日しばらくBCでしストし、C2への

ルートエ作へと入る。

サイパルの北面は北サイパル氷河の源頭部を囲

む形で北東稜と西稜が馬蹄形に尾根を伸ばしてい

た。西稜は、フィルンコフ(6,736m)との間に

コルを作っている。そして、そのコルから北サイ

パル氷河に向かいアイス・フォールを落としてい

る。私達はこの西稜のコルに上がるルートを探る

事とした。

Clに向かうアブレーション・バレーより見る

このアイス・フォールは、楽に突破出来るであろ

うと楽観していた。その後やはりヒマラヤ、スケー

ルの大きさを感じさせられる事となるのだが……。

9月20日アイス・フォールの左岸にルートを

採り取り付く。氷河の氷にアイゼンを軋ませ上部

へ登る。初め快適であったルートは、上部に登る

▼BCに作った水洗トイレ



につれ、セラック帯となり、不安定なスノー・ブ

リッジにロープをFIXし渡る事となる。ルート

は、次第にそれを避けるため、クレパスの埋めら

れている、ブロックのデブリの方へと追いやられ

てしまった。やはりデブリ（しかも新しい）上を

ルートに採るのに抵抗があったのと、さらに上部

はビルディングの様なセラック帯に阻まれている。

結局このルートを放棄、一旦C1に戻る。その直

後にルート上を雪崩れが襲い胸を撫で下ろした。

その夜からなんとClは雨。私達の唯一のテン

トはフライ無しなので、全身びしょ濡れ、惨めな

夜を明かした。こうして心身共に疲れBCへ一旦

引き揚げる。

モンスーンの影響の少ない、と言われる西ネパー

ルであるが、やはり時期が少し早いのかさっぱり

天候が安定しない。ルートも確定できずイライラ

する日々が続いた。

北東稜へ

9月27日～久々の好天。今度は北東稜にルー

トを採る事とする。このルートは以前、北面から

登られた唯一のルートである。しかしこの北東稜、

末端まで取り付くのに2つのアイス・フォールを

越えなくてはならない。しかもその間は広大なプ

ラトーになっている。又、北東稜に上がってもそ

こから頂上までが大変長い。そうした事から、私

達はこのルートを敬遠していたのだ。

9月28日北東稜のルートエ作に入る。

まず一つ目のアイス・フォールを抜ける。前回

のアイス・フォールと比べ、傾斜が緩く、素直な

氷河のため簡単に越える事が出来た。大きく開い

たクレパスを避けながら､,広大なプラトーヘと進

む。

やがてこのプラトーは途中モレーン帯となるた
一

｜
サ

一
二
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へ
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▼ルートにとった、アイスフォール

め、一旦アイゼンを外さなくてはならない。

プラトーを横断し、二つ目のアイス・フォール

に取り付く。傾斜はそこそこの氷壁をピオレ・ト

ラクションで高度を稼ぐ。下降を考え、急な部分

に途中ロープ2本をFixした。

上部はクレパス帯となるため、ジグザグとそれ

を避けながら進む。こうして氷河は、雪に覆われ

たプラトー状なる。

ここからは、北東稜の末端を見る事が出来た。

しかし想像とは違い、北東稜から伸びる支尾根は

急峻な岩稜となって落ちており登れそうにない。

ダイレクトに取り付くには、もう一つアイス・フォー

ルを越え急な雪壁を登る事となる。どちらにせよ

私達のこの装備とシンプルな登山スタイルでは難

しい。再び失意の中C1へと戻る。

再び西稜のコルを目指す

9月29日再び最初の西稜のコルに出るための

ルートを探る事とする。今度は前回とは反対のア

イスフォール右岸沿いを攻める。

今回のルートは正解で、上手くアイス・フォー

ルの弱点をつくルートを見つける事が出来た。し

－12－

かし後少しで上部プラトーに出られるという所で、

再び巨大ビルディングの様なセラック帯に捉まっ

てしまった。このまま突き進むか、迷うが、右壁

沿いに掛かる雪壁沿いにルートを採る。今回この

右壁に取り付くためのスノー・ブリッジの通過が

綱渡り的で一番肝も冷やした部分であった。今回

限りの限定ルートであろう。

そのまま、コルまでルートを伸ばしたかったの

だが、ガスが出てきたのと、時間もだいぶ経って

しまったのでClへと戻る。

帰路はクレパス帯の氷もだいぶ緩み、スノー・

ブリッジの通過は恐ろしかった。

これで何とか上部プラトーを経てコルへの見通

しもたったので、アタック前のレストとするため

BCへと戻る。いよいよアタックである。

アタック体制に入りたいのだが、天候は相変わ

らず不順で、なかなかBCを出発できず、落ち着

かない日々を送る。

アタックへ

10月3日～天候が好天周期に入ってきた様な

ので、アタックに向けてBCを後にする。

前回Clからアイス・フォール帯はロープをF

iXしておいた為スムーズに上部プラトーに出る

事が出来た。コルまでは広い雪原となっており、

ヒドン・クレパスに注意しながら進む。

コルからは美しいフィルンコフが手の届きそう

な距離まで近づいている。

コル5,800mにC2を建設。

10月5日月明かりの中、午前三時出発。

▼北東稜の取り付き



ルの山々、そして来年計画中のチベットのナムナ

ニ峰(7,694m)をひときわ大きく望む事が出来

る。やはりナラカン・カールの山群は見つけられ

ない。

初登頂ルートとなった、ゴジラの背の様な急峻

な南稜が頂上へ向け伸びている。それにしても同

志社大学隊は、35年前よくこの稜を登ったものだ

と感心させられる程悪そうである。

相変わらず風が強く、非常に寒い。途中でカメ

ラが作動しなくなる程である。

何とか順調にルートを伸ばしてきたのだが、い

よいよ最後の登りで行詰まってしまった。強風の

中、ルートを探すが、下降の事を考えると結局妥

当なルートを見出せなかった。風も強い。タイム．

リミットを過ぎてしまった事も有り、一旦C2'､

と引き揚げる事とする。

下山途中、古谷が視力に異常を訴え、心配され

たが時間を掛けなんとかC2に無事帰幕する事が

出来た。

10月6日次の再アタックに向けてレスト。前

日の失敗の為、当初狙っていた、フィルンコフの

▼北サイパル氷河を傭職する

▼フィルンコフ(6,736m)

天候は良いが風が強い。コルより急峻な雪壁と

なっている西稜を登る。稜は頂上に向けて盛り上

がる様に伸びる。南西側は急な雪壁となって、サ

イパル氷河までスッパリときれ落ちている。そし

て対称的に北面側は大きく雪庇となって張り出し

ている。

自然とこの南西側の雪壁にルートを採るのだが、

一人滑落しただけでロープにつながった3人共下

まで一直線である。

陽が昇ると、アピ山群を始めとする、西ネパー

▼アイスフォールを突破
卜
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登山も諦める事となってしまった。

10月7日再アタックである。

古谷はやはり眼に不安があるので諦め、二人で

のアタックとなった。今回も南西から強風が吹い

ている。ルートは南西側をたどるのでこの風を避

ける場所が無い。そのため3時にC2を出て一回

も休む事が出来ず、9時まで6時間登りぱなしで

あった。

そして前回の敗退場所よりルートを探る。今回

も前回同様のルートを探るがやはりどうしても行

詰まってしまう。二人の間に次第に諦めムードが

漂い始めた。最後に前回、大きく雪庇が張り出し

ていると思っていた北面側のリッジに廻り込むと、

なんと雪庇でなく、ナイフリッジとなって上部へ

続いていたのだ。私達はそこをコンテで強風の中

黙々と登る。

一時間程登り続けると雪に覆われた頂上が近づ

いてくる。もうわずかという所で、岩崎さんは私

にトップを譲り、先に頂上を踏ませていただいた。

(12時19分頂上)。二人抱き合い、体を叩き合い喜

び合った。久しぶりにうれしい登頂だった。

▼西ネパールの山々
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ら句

噌窪

β

「

，弾

あまりの寒さの為又、私のカメラは作動しない。

強風の中、飛ばされる旗に苦労しながら岩崎氏の

カメラで写真だけを撮り、すぐに下降に入った。

夕方、C2では、登頂を逃した古谷が食事を作

り私達を迎えてくれた。彼は2年前も私と行った

チュルーで頂上を逃していたため、今回の彼の悔

しさがよく解る。

10月8BC2より荷物を満載しBCへと戻る。

途中の固定したロープ（8本中、2本回収が出来

|冊”
チーム･サイパル'98行動表

C2

5,800m

／C1

4,800m

I
1

1
1
｜
｜

州11IBC

4,200m

日付

日数

天候

9月

141516171819202122232425262728293012345678910

123456789101112131415161718192021222324252627

。◎●○○○◎。●

↓↓

●●

●。◎①①①①。◎。◎①①①①①①①
↓↓↓↓↓

●。◎。●
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なかった｡）赤布も回収した。

C1から更に増えた荷物に喘ぎながら下る。途

中のアブレーション・バレーまでスタッフ、LO

までが出迎えに来ており、本当にいい仲間に恵ま

れた事を実感した。

BCへ戻ると楽しみにしていたチャンは入手出

来なかったらしく、替わりに中国製パイチュウが

用意されていた。久しぶりの美酒で乾杯。

▼頂上に立つ岩崎隊員
野
澤
譲
蒋
曇
耗
“
伊
切

一 一

帰路キャラバン

10月10日～シミコットヘ向けてのキャラバン。

チャラのポーターを5人雇い、BCを後にした。

登山隊の少ないBCは、僅かなゴミも目立つた

め、撤収には非常に神経を使った。

シミコットまではチャンを飲みながらのキャラ

バンである。途中で食べる新鮮な野菜が美味い。

シミコット到着後は浴びるようにチャンを飲み

まくり、前後不覚に陥った。

10月13日、14日シミコットよりネパール・ガ

ンジまで飛行機で移動。

窓から見える風景は長いキャラバンを思い起こ

させ感慨深いものがあった。

インド国境まで7km、タライ平原の街ネパール・

ガンジは標高100mで非常に暑い。あっという間

の文化、気候の変化に戸惑いを感じながら、美味

いダル・パート、久しぶりのマス（肉)、ビール

に舌鼓をうった。

14日、ローカルパスの夜行便をつかまえカトマ

ンズへ戻った。

おわりに

サイパル山群は小じんまりとした山群であった。

上部から見る他の西ネパールの山々も同じ印象で

ある。そういった意味で、やはり7，8,000mを

多く抱える他の山域と比べ地味であるといえる。

しかし、今回の遠征は本当に楽しかった。それは

登山もさることながら、この長いキャラバンを通

して「古き良きネパール」を感じる事が出来たか

らだと思う。

又、気心知れた良きメンバー、文句ひとつ言わ

ず最後まで行動を共にしたLO、今回で私との遠

征も5回目となるデビラム、非常にまじめで賢い

ディビ・ライなど素晴らしい仲間、スタッフと共

にやり遂げる事が出来たからだと思う。

野沢井、岩崎の2人はこのサイパル登山の後、

某登山学校の講師としてクーンブ・ヒマラヤのポ

カルデ・ピークへ出かけた。この山のアプローチ・

ルートとなるエベレスト街道は、あまりのトレッ

カーの多さと、それに伴いどんどんと進む観光地

化の勢いに驚かされる。あまりにも西ネパールと

のギャップの大きさに、このエベレスト街道に対

して畔易してしまうのは、私達が擦れてしまった

からだろうか？。

しかし遠征が終わった現在も、どきどきするよ

うな新鮮な感動が残る、あの西ネパールの山旅の

様な山行を続けていけたらと思う。

▼チベット、ナムナニ峰
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一 山名標高派遣母体名隊長名人数焔

ルマータ8848SS関西松本憲親6×

〃 〃亜細亜大野ロ健4×

ルー8463埼玉岳蓮福田靖7×

〃 〃山童子小野一太4×

ラギリI8167札幌山岳斉藤勤7○

〃 〃境町山の会吉田直人6×

スル8163秋田海外丸山芳雄8×

〃 〃日本登塞C山野井泰史2×

チュン･カン7952大阪鋭峰会城隆嗣5×

ナプルナⅢ7555きんたろう石井清1×

・リ7161大阪労山林孝治4○

パル7031バーパリアン野沢井歩3○

'カルポ・リ6891北海道大樋口和生11×

ダブラム6812B.S.R篠原建郎5○

デ･ヒウンチュリ6627大阪山の会吉永定雄12×

合計15隊85人登頂14人

松本憲親

野口健

福田靖

小野一太

斉藤勤

吉田直人

丸山芳雄

山野井泰史

城隆嗣

石井清

林孝治

野沢井歩

樋口和生

篠原建郎

吉永定雄

サガルマータ

〃

マカルー

〃

ダウラギリI

〃

マナスル

〃

ギャチュン・カン

アンナプルナⅢ

プモ・リ

サイパル

グルカルポ･リ

ァマダブラム

カンデ･ヒウンチュリ

SS関西

亜細亜大

埼玉岳蓮

山童子

札幌山岳

境町山の会

秋田海外

日本登塞C

大阪鋭峰会

きんたろう

大阪労山

バーパリアン

北海道大

B.S.R

大阪山の会

８
３
７
３
２
５
１
１
１
２
７

鋤
〃
妬
〃
略
〃
旧
〃
妬
開
舶
鯛
朋
創
舵

８
８
８
７
７
７
７
６
６
６

６
４
７
４
７
６
８
２
５
１
４
３
Ⅱ
５
吃

《中国》

1998年日本隊一覧

山名｜標高|派遣母体名｜隊長名｜人数|蹄

昭和山岳会|小野寺斉
労山近藤和美

テレビ朝日村口徳行

国際隊R.ブライス

ガイァAC小西浩文

F.O.S戸高雅史

谷口谷口正彦

立教大学奥原宰

○
○
○
○
×
×
○
☆

銘48チョモランマ

〃

〃

〃

〃

Ⅱ
岨
３
１
１
２
２
６

チョー・オユー

ガッシャーブルムⅡ

１
５
０
３
２
０
８
８

8隊38人登頂10人

○
☆
×
○
○
○
○
×
○
●
×

太田五雄

伊丹紹泰

須藤建志

石澤好文

中谷正秀

九里徳泰

小野寺光義

太田昭彦

山本武

関根幸次

粟飯原一成

JAC福岡

JAC

横断山脈

栃木岳連

リコー山の会

九里

岩・山

無名山塾

愛媛大学

HAJ

京都岳連

４
０
６
６

９
７
５
４

６
５
５
５

７
７
７
７

４
６
５
蛇
６
４
２
６
６
９
７

ナムナニ

ガンカル･う｡ﾝスム

ミニヤ・コンカ

ムスターグ・ｱﾀﾞ

〃

〃

〃

ノノ

カンペンチン

ニンチン・カンサ

無名峰（チベット）

b寺●寺B寺●寺｡寺●寺｡■●守旬■③寺③寺｡■伊■守甲守旬■･可=■=■=ず■寺B寺q■ず｡守り守り守り守り寺B■①守り守り寺■寺■守甲~甲守甲守■守り~｡ー

:驚灘議灘篝議
HAJ第7回中国登山研究会

恒例の「中国登山研究会」は、中国登山の受け

入れ窓口である「中国登山協会」の張江援交流部

部長と楊世涛副部長、趙建軍副部長、趙玲々職員

の4名を迎えて下記のとおり開催します。

記

主催：日本ヒマラヤ協会

日時：1999年2月7日(B)9:10～16:30

場所：豊島区民センターB03-3984-7601

豊島区東池袋1-20-10池袋東口徒歩5分

会費:3000円（資料代含む）

郵便振替00100-6-48954

加入者名日本ヒマラヤ協会

内容：「中国の山々と登山」張江援団長

「ニンチン・カンサ登頂」HAJ'97～'98隊

「知られざるジーロン谷の山々」HAJ隊

「3週間で行けるヒマラヤ」事務局

質疑応答／情報交換

申込みと問い合わせ先

〒134-0013豊島区東池袋4-2-7

萬栄ビル501号公03-3988-8474

１
６
０

８
０
０

２
２
１

７
７
７

l1隊77人登頂30人

同志社大

HAJ

大分

スビダーニエ

ロンライ・カンリ

ヵバン

無名峰（チベット）

′′（〃）

９
７
０
５

５
１
４
３

８
７
３
２

６
６
６
６

４
３
５
４

入
☆
。
◎

森
田
原

山
興
坂

欣一

勝幸

忠清

4隊16人登頂8人

明星学園

労山

フ。-ダ･カンリ

蓮花夕照連山

邪
３

４
４
６
０
９
７
５
５ 山岡人志

2隊29人登頂23人

’△三一卜
に．ロI 25隊160人登頂71人

(注）☆は偵察隊、カンペンチンは北峰初登頂。

《ネパール》

1998年秋日本隊一覧
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日本ヒマラヤ協会FAX3988-8502

仙台中国の山々－名山からヒマラヤまで

東北海外登山研究会の主催で、中国登山協会代

表団を迎えて下記のとおり開催される。

記

日時：1999年2月11日（木・祝日13時～14時半）

場所：河北新報社新館2F見学者ホール

仙台市青葉区五橋l-2-28

会費:500円（資料代として）

内容：名山として名高い「中華五岳」の紹介

東北地区からの中国領ヒマラヤ登山隊報告

問い合わせ先：〒981-0933仙台市青葉区柏木

1‐9-35メープル仙台内

八嶋寛:aO22-299-5335FAXO22-296-0681

※尚、2月10日(水)午後6時から青葉区役所内に

て代表団（張江援団長ら4名）歓迎会を行う。

都岳連高所順応研究会の開催

本研究会は国内唯一の「高所順応」をテーマと

した研究会です。ヒマラヤ登山を目指す方々だけ

でなく、トレッキングを計画中の皆様にも是非ご

参加お願い致します。

主催：東京都山岳連盟・海外委員会

日時：1999年2月28B(B)9:00～17:00

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター

小田急線参宮橋下車徒歩5分

参加費:3000円（昼食は各自でお願致します）

申し込み方法：参加申し込み害に参加費を添えて

都岳連事務局まで現金書留で送付、FAXでも

受け付けます。

申し込み・問い合わせ：

〒104-0031東京都中央区京橋1-9-9

湘南産業八重洲ビル401

東京都山岳津閣事務局（月曜～金曜、午後

1時～5時）

TELO3-5524-5231FAXO3-5524-5232

研究会内容（予定）：

高所順応の基礎知識

高所障害の実例と対処

高所登山、酸素使用の有効性と危険性

mMATJAYANEWS騒騒

蕊蕊蕊
,･･･････････-■｡｡-･■■■････・_･_･_ﾛー ･_･_･_･_･_■_■_ﾛー ■_ﾛー ･△･△◇△･△･少△･-･pq-■.■.■.■.■.■.■.｡b････◇』

,獄 議識灘蕊
母なる大空への回廊

冬期エベレスト南西壁ルート初登頂の記録

1993年12月、エベレストの最難ルートとして知

られる南西壁より登頂に成功した群馬岳連隊の成

果は、ヒマラヤ登山の歴史に残る偉業である。し

かし、残念ながらその事を正しく理解していない

我が国の山岳関係者も多く、他国のヒマラヤニス

トの中にもこの事実を知らない人々も見受けられ

る。残念な事だ。

群馬岳連はどの遠征においても常に大冊の報告

書を出版、貴重な記録や報告を残している。そし

て今回の冬期南西壁の場合には新聞社が後援につ

いた事もあって「厳冬のサガルマータ究極の挑

戦南西壁」大判の写真集、「母なる大空」登山報

告書、そしてビデオが発売されている。そしてさ

らにこの度、登山隊のものとして我が国では初め

て、「母なる大空への回廊」がCD-ROMとして発

売されたので紹介したい。

CD-ROMといっても財||染みの無い人も多いか

もしれない。すっかりレコードに取って代わって

久しいコンパクトディスクに、写真や活字ももち

ろん音楽が組み込まれたもので、そうした資料を

スムーズに見るためのプログラムも組み込まれて

いる。したがってこれを楽しむためにはコンピュー

ターが必要となる。

さて、このCD-ROMを起動すると音楽ととも

に印象的な9カットの映像が移動して画面を埋め

たところでタイトルが現れる。期待させるオープ

ニングだ。次に現れる画面には3種類（地図・登

山行程を見る・ネパールちょっとのぞきみ）の選

択肢（コース）をあらわす窓（ウインドウ）が現

れる。ここでは紙面の都合上「登山行程を見る」

を選択（クリック）する。そして1993年のプレ登

山として行なったチョー・オユー編、そしてエベ

レスト編、隊員紹介と計画概要、地図の5つの窓

である。エベレスト編を選択すればそこには失敗

した91～92年隊、カトマンズを出発してから登山

を終了するまでが5つのセッションに分かれてお

－17－



騨騨皿MALAYANEWS ロロ津翠器q心配■

り、自分のみたい部分からスタートする事が出来

る。これがビデオとの違いだ。どれでも選択すれ

ば音楽がはじまり印象的な写真とその日その日を

解説する文字が表示される。画面右下の次へのマー

クを選択すれば次々と画面が変わり、登山の展開

を追って行ける。また、「戻る」を選択すればセッ

ションの選択の画面に戻れる。（ここから「戻る」

を選ぶと更に前の画面に戻れる｡）各セッション

は多くの写真とビデオ（音声付）が挿入されてお

り、臨場感がある。たとえばセッション1はカト

マンズ空港を飛び立つビデオで終わり、セッショ

ン4には3次隊の登頂シーン（ビデオ）の前には

登頂の瞬間のトランシーバーでの交信がながれ

(解りやすい様に活字でも表示される｡）登頂者の

興奮が伝わってくる。1次、2次、3次の各登頂

時でトランシーバー交信の模様を聞くことができ

るがヒマラヤを知る人なら尚のこと、心に迫るも

のがある。これはCD-ROMならではだ。報告書

やビデオを持っている人でも買って損をした気分

にはさせない。

登山の専門用語（シェルパ、トラバース他）な

ど赤く表示された単語の上にカーソルを移動する

と？があらわれ、選択すればその単語の説明があ

らわれる。画面の位置をもっと理解したいときに

も画面右下に地図や写真を表示する窓があり選択

すると適当な地図や写真が表示され、理解の助け

になる。ヒマラヤの初心者にも理解しやすい様に

配盧されている。

活字離れがさけばれて久しい。ヒマラヤ登山も

多くの人達のものとなった今、このような方法で

自分たちの実践してきた登山を紹介することも必

要なことかも知れない。冬期エベレスト南西壁と

いう日本人が行った歴史的な登山が、こうして多

くの人々の目や耳に触れる機会が増えることは大

変に良いことだと思う。ここで紹介した以外にも

多くの工夫やアイディアが盛り込まれており見る

ものをあきさせない。また全体を通して実に丁寧、

親切に作られておりCD-ROMとして質が高く、

登山の経験の無い人でも楽しめる内容になってい

る｡(象も吃り声をあげて登場するゾウ!)

日頃、お父さんのやっている事に関心を示さな

い子供たちと楽しいひとときを提供してくれるか

もしれない。（中川裕）

OS:Windows95/98対応、メモリー:20MB以上

(32MB以上推奨）

企画・制作Mediaくれお－る

協力：スポーッニッポン新聞東京本社

アドバイザー：尾形好雄

定価:6800円

連絡先：メディアくれお一る窓03-5373-7307

FAXO3-5373-7304まで
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群
洋
鐇
戦
酌

ｏ
ｂ
。
。
。
。
■
。
。
■
。
。
。
。
。
、
ｂ
ｏ
ｏ

鎮魂の嶺BROADPEAK

静岡市山岳連盟が1997年ブロード・ピークに派

遣した登山隊の報告書。雪崩のため隊員2人が死

亡した。登山隊の成立から現場の模様まで詳細に

報告されている。ヒマラヤ登山への取り組み方と

しては、最近みられるような一気に八千メートル

峰を狙うのではなく、6千、7千と経験を積みな

がら時間をかけて憧れの八千メートル峰のブロー

ド・ピーク挑戦となったのである。しかし、その

ような真蟄な取り組み方をしているにもかかわら

ず遭難が発生したのである。ここに自然の大きさ

を思い知らされる。テイクイン、テイクアウトの

報告は参考になる。このようにヒマラヤ登山に真

筆に取り組んだ隊の隊員たちの経験は、次に必ず

花開くはずである。総隊長は「いつの日か機会を

作り再度挑戦することが、亡き2人の希望すると

ころであろうと思う｡」との言葉で挨拶文を締め

括っているが、あせらずにその日が実現すること

を祈りたい。（山森欣一）

B5判カバー付き244頁（内カラー20頁）

1998年11月30日刊

〒420-0834静岡市音羽町10-8原田表装店内

静岡市山岳連盟a054-246-7536

トゥジェ峰(6148m)初登頂

インド・ラダック地方南東部ルプシュ地方の盟

主トゥジェ峰の初登頂報告書が、登頂からわずか

2ケ月半後に発刊された。

-18-



mMALAYANEWS"’|鍵鍵蕊欝

めるということがパイオニア・ワークというもの

であろう」の一文には、共感を覚える。

参考文献としての報告書というより、カラーの

資料や写真を多用した読みやすい冊子である。

（寺沢玲子）

A4半44頁1,500円（送料込み）

連絡先：〒461-0011名古屋市東区白壁2-3-3、

A-4織田善夫方

〒326-0808足利市本城3-3905-7-703

沖允人方

■財政支援：宮崎久夫5万円

1994年にこの地が外国人へ開放されるのを待っ

て一番乗りを果たしたのが、今回の登山隊隊長沖

允人氏一行であった。97年冬には同山域の偵察も

ｲ丁っているが、厳冬期のこの地域への入域も外国

人としては初めてと思われる。氏を始めとする関

係者の一連の努力の成果が、トゥジェ峰初登頂と

なった。

隊の年齢構成を見ると、最近の登山隊やトレッ

キング・グループ同様、登山隊は23歳から66歳と

幅広いものの平均年齢は58歳、また同行した探査

隊も46歳から72歳で平均年齢52歳の高年齢隊であ

る。しかし、この隊には昨今の中高年グループと

はヒト味違う何かを感じる。エージェントお任せ

のヒマラヤ登山全盛の中にあって、年齢を考盧し

ながら今なお若き時代からの「未知・未踏」の山

登りにこだわり続けている中京山岳会隊には心か

ら拍手を送りたい。

沖氏の編集後記にある「ガイドブックを確認す

るような登山や探査よりも、訪れてみるとたいし

た山や風景ではないことがあっても、それを見極

東京集会のお知らせ－

1月25日（月）午後7時～

新年会です

HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

日時

内容

場所

報誌｢岳人」人山 情の,
１
１
１
Ｉ

99年｜特集G AKUJIN

丘 雪の槍ケ岳・穂高連峰・笠ケ岳を登る

再発見・八ケ岳森の道遥から氷暴まで

魅惑の雪稜、滑降三昧の後立山連峰

残雪の卜越国境、奥利根源流を訪ねて

新緑の頸城・戸隠北の山、南の山

南アルプス、鋸岳から光岳、深南部へ

花、尾根、沢の東北の盟主・朝日と飯豊

幽遠の黒部渓谷、岩壁、源流、高原へ

森と尾根と谷、紀伊半島の大峰・台高

南会津と奥美農山里の魅力も探る

秋深い奥秩父と西上州その山と人

岩と雪の殿堂・剣岳と立山連峰へ

ロ
呑
口
呑
口
言
ロ
百
口
言
巨
万
ロ
言
ロ
言
ロ
呑
口
言
ロ
呑
口
言

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

★
★
★
★
★

人山
毎月15日発売(§合雛)定価700円
■本誌の年間購読ご案内

本誌の購読は、全ldの諜店、東京新聞販売

店、中日新聞販売店、北陸中Ⅱ新聞販売店

で承ります。

直接購読ご希望の方は、とじ込みの振替用

紙に「岳人l'1月り･」からとお'莞のうえ、

送り先郵便爵}｝、{I所、氏名をIﾘl記して、

ご送金ください。

郵送料は124II1です。年間購読料は8.900111

で送料は>附社負机です。

お求めの本,誰に乱I.、瀞J.がありましたら

お取り枠えいたします。

(★は特大号･800円となります）

東京新聞出版局(悪駕)璽眺蝶蕊I譲謡認鳥1黒猫批響
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日本隊によるヒマラヤ高峰初登頂
(7,000m以上のピークを対象）

山森欣一

1956年マナスルに初登頂して以来、ヒマラヤ登

山における日本隊の活躍はめざましい。しかし40

年も過ぎた現在では、一体どのような登山隊がど

のような活躍をしたのか全貌もおぼろげになる。

（注）派遣母体の※印は外国との合同隊

ここでは、7,000メートル以上の峰に初登頂し

た隊を整理してみた。しかし、中には当事者が初

登頂と発表しても部外者から物の言いがついたケー

スもあり、独断で整理した。

1998年12月31日現在

番号 年 山 名 標高 登頂年月日
虫
旦

、
勺
Ⅱ
《 母 体派

マナスル(Manaslu)

チョゴリザ北東峰(ChogolisaNE)

ノシャック(Noshaq)

ヒマルチュリ東峰(HimalchliE)

アピ(Api)

サルトロ・カンリ(SaltoroKangri)

チャムラン(Chamlang)

バルトロ・カンリⅢ(BaltoroKangrim)

サイパル(Saipal)

ギャチュン･カン(GyachungKang)

アンナプルナ南峰(AnnapurnaS)

タルケ･カン(TarkeKang)

ゴジュンバ･カンⅡ(NgojumbaKangn)

ランガール･ゾム南東峰(LangharZomSE)

サラグラール南峰(SaraghrarS)

グルジヤ・ヒマール(GurjaHimal)

ダウラギリⅥ(DhaulagiriVI)

ガディ・チュリ(NgadiChuli)

チューレン・ヒマール(ChurenHimalW)

ダウラギリV(DhaulagiriV)

ダウラギリⅣ(DhaulagiriW)

カンピレ･ディオール(KampireDior)

マルビディン中央峰(MalubitingC)

K12

テラム･カンリI(TeramKangril)

アブ｡サラサスI(Apsarasasl)

シンギ･カンリ(SinghiKangri)

シェルピ･カンリ(SherpiKangri)

スキャン･カンリ(SkyangKangri)

ヌフ°ツェ北西峰(NuptseNW)

ウドレン･ゾム中央峰(UdrenZomC)

ヒマルチュリ西峰(HimalchuliW)

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

1956

1958

1960

1960

1960

1962

1962

1963

1963

1964

1964

1964

1965

1967

1967

1969

1670

1970

1970

1975

1975

1975

1975

1975

1975

1976

1976

1976

1976

1977

1977

1978

81631956，5，9日本山岳会(JAC)

76541958，8，4京都大学(AACK)

74921960,8,17京都大学(AACK)

78931960,5,24慶應大学(KeioU.)

71321960,5,10同志社大学(DoshishaU.)

77421962,7,23京都大学(AACK)*

73191962,5,31北海道大学(HokkaidoU.)

Ca.73001963,8,4東京大学(TokyoU)

70311963,10,21同志社大学(DoshishaU.）

79521964,4,10長野県山岳協会(NaganoM.A.)

72191964,10,15京部大学(AACK)

71931964,10,16干葉県山岳連盟(ChibaM.A.)

76461965,4,23明治大学(MeijiU.)

70611967,7,25新潟大学(NigataU.)

73081968,8,24-橋大学(HitotsubashiU)

71931969,11,1富山ヒマラヤ登山隊(Toyama)

726819704,17関西登高会(KansaiA.C)

78711970,10,19大阪大学(OsakaU.)

73711970,10,28静岡大学(ShizuokaU.)

76181975，5，1岡山大学(OkayamaU.)

76611975，5，9大阪府山岳連盟(OsakaM.A)

71681975,7,14広島山の会(HiroshimaYamanoKai)

72601975,8,2日本山岳会岩手(JAC.Iwate)

74691975，8，4市川山岳会(IchikawaA.C.)

74641975,8,10静岡大学(ShizuokaU.)

72451976，8，7大阪大学(OsakaU.)

72021976,8,8東北大学(TohokuU.）

73031976,8,10神戸大学(KobeU.)

73571976,8,11学習院大学(GakushuuinU.)

77421977,5,11登歩渓流会(TohoKeiryuKai)

70801977,8,10茨城大学(IbarakiU.）

75401978，5，7雪と岩の会(YukitoiwanoKai)

－20－



母体
些
旦

、
↓
Ｉ
鈴番号 年 標高 登頂年月日山 名 派

日本ヒマラヤ協会(HAJ)

防衛大学校(SelfDefenseC.)*

日本勤労者山岳連盟(JWAF)

大阪市立大学(OsakaCityU.)*

北海道大学(HokkaidoU.)

北海道山岳連盟(HokkaidoMA)

京都カラコルムクラブ(Kyoto)

弘前大学(HirosakiU.）

法政大学(HoseiU.)

岡山大学(OkayamaU.)*

東京志岳会(TokyoShigakuKai)

日本ヒマラヤ協会(HAJ)*

京都大学(AACK)

大分県山岳津關{OitaMA)

金沢大学(KanazawaU.)

弘前大学(HirosakiU.)*

広島山岳会(HiroshimaA.C.)

日本ヒマラヤ協会(HAJ)*

京大(AACK)/同大(DoshishaU.)*

東京志岳会(TokyoShigakuKai)

神戸大学(KobeU.)

東北大学(TohokuU.)

東京農業大学(TokyoAgri.U.)

日本ヒマラヤ協会(HAJ)

日本ヒマラヤ協会(HAJ)

日本ヒマラヤ協会(HAJ)

日本ヒマラヤ協会(HAJ)*

同志社大学(DoshishaU.)
I.，『,

日本ヒマラヤ協会(HAJ)*

大阪市立大学(OsakaCityU.)

北海道大学(HokkaidoU.）

日本山岳会(JAC.)*

日本ヒマラヤ協会(HAJ)*

日本山岳会･東海(JAC.Tokai)

広島山岳会(HiroshimaAC)*

岐阜大学(GifuU.)

日本登山隊(JapanSikkm)

山形海外交流協会(YamagataKaigaiA.S)*

中津川勤労山(NakatsugawaW.A.C)

日本山岳会･東海(JAC.Tokai)

愛媛大学(EhimeU.)

バトゥラⅢ(Baturam)

パスー東峰(PasuE)

ガネッシュ・ヒマールⅣ(GaneshHimalW)

ランタン・リルン(LangtangLirung)

クンヤン･チッシュ北(KunyangChhishN)

プマリ・チッシュ(PumariChhish)

ラトックI(Latokl)

テラム・カンリⅢ(TeramKangrim)

ルプガール･サール中央(LupgharSarC)

ガネッシュ・ヒマールⅢ(Ganeshm)

ジュトマル･サール(YutomaruSar)

ランタン・リ(LatangRi)

カンペンチン(Kangpenchin)

ポーロン・リ(PorongRi)

ハチンダール･キッシュ(HachindarChiSh)

ネムジュン(Nemjung)

ウルタルI(Ultall)

マモストン･カンリ(MamostongKangri)

ナムナニ(Naimona'nvi)

マラグッテイ・サール(MalanguttiSar)

クーラ・カンリI(KhulaKangril)

ニェンチェンタンラ(NyaiqentanglhaM)

pt.7167(KunLunRange)

チョー･アウイ(Qowoyat)

カルジャン(Karjiang)

ギャラ･ぺり(GyalaPeri)

ラプチェ・カン主峰(LabucheKangM)

カント(Kangto)

リモI(Rimol)

スークァン・リ(SiguangRi)

ヒムルン・ヒマール(HimlungHimal)

ナムチャ･バルワ(NamjagBarwa)

ピラミッド・ピーク主峰(PvramidPeakM)

クラウン(Crown)

アク・タシ(AqTash)

チリン(Ciring)

トゥインズ(Twins)

マナ北西峰(ManaNW)

ニェンチェンタンラ南東峰(NyaingentanglhaSE)

ウルタルⅡ(Ultaln)

カンペンチン北峰(KangpenchinN)

1978

1978

1978

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1980

1981

1982

1982

1982

1983

1984

1984

1985

1985

1986

1986

1986

1986

1986

1986

1986

1987

1988

1988

1989

1992

1992

1993

1993

1994

1994

1994

1995

1995

1996

1998

7729

7295

7110

7225

7108

7492

7145

7382

Ca7200

7052

7330

7205

7281

7292

7163

7139

7329

7526

7694

7026

7538

7162

7167

7354

7216

7294

7367

7055

7385

7308

7126

7782

7123

7295

7016

7038

7350

7092

7046

7388

7230

1978,7,6

1978,7,2

1978,10,20

1978,10,24

1979,7,11

1979,7,15

1979，7,19

1979,8,4

1979,8,4

1979,10,19

1980,7,22

1981,10,10

1982,4,21

1982,5,17

1982,8,4

1983,10,27

1984,7,28

1984,9,13

1985,5,26

1985,8,13

1986,4,21

1986,5，8

1986,8,16

1986,10,12

1986,10,14

1986,10,31

1987,10,26

1988,3,24

1988,7,28

1989,4,21

1992,10,3

1992,10,30

1993,4,24

1993,7,22

1993，8,6

1994,7,19

1994,10,31

1995,8,18

1995,8,22

1996,7,11

1998,8,31

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

-21-



1999年インドの主な祝祭日
期日 名称 内 容

☆1月1日(木）

14日(水）

NewYear'sDay

MakaraSamkaranti/Pongal

/MakradiSanana

Idu'llFitr(Ramazanld)

VasantPanchami

/SriPanchami

RepublicDay

MahaShivratri

Holi

元旦

ポンガル(収穫祭)。太陽が北半球に入る。

20日（水）

22日(金）

イスラム断食月ラマザンの終わり◎

春の始まりを祝う北東インドの祭。サラスワティ女神

を祀る。

共和制記念日(1950年インドが共和国となる）

シヴァ神が祀られ、信者は1日断食する。

ホーリー、クリシュナ神を祀る。人々は年齢、カース

ト、宗教を問わず、色水をかけあう。

ガウリ女神を祀るラジャスタンの祭。

予言者アブラヒムが息子を生贄にした記念。

ジャイナ教開祖マハビーラ生誕祭。

キリスト受難祭。

ヒンドゥ暦の元旦。パンジャブ地方の祭。

イスラム暦の新年。イスラム教シーア派の哀悼の儀式。

釈尊生誕祭。

予言者モハメッドの生誕祭。

オリッサ、ベンガル、グジャラート、タミルなどでジヤ

ガンナート神を祀る。

独立記念日(1947年独立)。

ケララの収穫祭。

ラッキー。ヒンドゥの姉妹達は兄弟達の手首に神聖な

紐を結び、兄弟達を悪から守る｡

クリシュナ神生誕祭。

学問と繁栄の神ガネッシュを祀る。

☆26日(月）

2月14日（日）

3月3日(水）

ｊ
ｊ
土
月
く
く
日
日
０
９
２
２☆

Gangaur(GouriTritiya)

Idu'zZuha(Bakrid)

MahaviraJayanti

GoodFridav

Vaisakhi

Muharram

BuddhaPurnima

Milad-un-Nabi

CarFestival(RathaYatra)

4月2日(金）

14日(水）

27日(火）

30日（金）

6月27日（日）

7月14日(水）

☆

☆
☆
☆

☆8月15日（日）

25日(水）

26日(木）

IndependenceDay

Onam

RakshaBandhan

9月3日(金）

13日(月）

Janmasthami(Vaisnava)

GaneshChaturthi

/VinaVakaChaturthi

GandhiJavanti
ソ

DurgaPuja(MahaSaptami)

(MahaAshtami)

(MahaNavami)

VijayaDasami/Dussehra

Diwali

☆10月2日(土）

16日(土）

18日(月）

19日（火）

☆19日（火）

☆11月7日（日）

マハトマ･ガンジー生誕記念日。

ドゥルガ･プジャ。ベンガルではドゥルガ女神を祀る。

ダサラ。ラーマ神が魔王ラーバナに勝利した事を祝う。

デヮリ。ヒンドゥ教の新年。ヴィシュヌの妃神･富の女

神ラクシュミーを迎える光の祭。

シーク教開祖ナナク生誕祭。

アジメール地方プシュカル湖で開かれるラクダ市。

キリスト生誕祭。

☆23日(火） GuruNanakJayanti

PushkarFair

ChristmasDay☆12月25日(土）

☆インド大使館休館日。インドは太陰暦のため祝日は毎年変わる○
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…中国高峰登山15年小史(20)西蔵その6鱗灘灘鱗

9－8チョモラーリ（緯莫拉日 ･QomoLhari）

＊山脈：ヒマラヤ山脈。

＊位置：ラサ(3,658m)の南西267.5km。

[27｡80'N.89｡20'E]

＊アプローチ：ラサまでは北京～成都が飛行機で

約2時間、成都～ラサが約1時間40分の旅。

ラサからはシガッェからギャンッェを経て

タン・ラ(4,500m)を越えてBC(4,700m)

まで約510km、ジープで1日半の距離。

＊ルートの所要日数：96年南稜から登頂した日中

合同隊は、8月17日にBCを建設し、キャ

ンプ3つを出して9月8日に初登鑿した。

＊山の概念：主峰7,326m・主峰の北北東3kmに

ジョモ(6,972m)、北東6.8kmにタンガヨウ

ラ（ブータン名はジチュ・ダケ）があり、

最新の中国側地図では6,662m。また南西

にコルを挟んで6,036mの尖峰がある。中

国とブータンの国境線上にあるが、中国側

は岩稜に支えられた三角錐状。

＊通常の登山時期：春、秋

＊山名：別名パーリ・チャオム。レプチャの人達

によってリミート・リムサ・チュとも呼ば

れていたともいわれる。チョモラーリとは

チベット語で「女神の神聖な山」の意。チ

ベット人は西側のパウフンリを「仙人の峰」

といい東のチョモラーリを「仙女の峰」と

呼んで信仰の対象としている。チベットで

は西のカン・リンポチェと並ぶ聖山である。

＊小史：1995年秋、日中合同の偵察隊が入山｡96

本隊が9月8，日初登頂に成功した。なお、

ブータン側から2度登頂した記録がある。

＊参考文献：［｢女神の山チョモラリ」（長野県

山岳協会）1996年11月25日刊］

登山の概要

■主峰(7,326m)

1995年

8月～9月偵察隊日中合同隊

［中国側隊長：王鳳桐(55）張江援(42）羅申

－23－

（28）日本側隊長：田村宣紀(55）宮本義彦

(50)鮎沢政文(31)村田彰(40)東野良(51)]

［曠野に座する仙女の峰チョモラーリ（東野

良）山と渓谷725号1995年12月号］

1996年

8月～9月南稜日中合同隊

8月17日西面4,700m地点にBC設営。8

月19B5,300m地点にC1設営。26日コル6,0

00m地点にC2設営。8月31日～9月3日降

雪のためBCへ撤退。9月5日南稜上6,850

m地点にC3を出し、8日羅申、開村、丹増

多吉、協力員の大斉米(39)、日本側の山田、

平塚、松谷、鮎沢、米山、高橋が初登肇に成

功。山頂はガス、雪で眺望なし。10日にも桂

桑、吉吉、加措、協力員の嗅亜(45)、普布

（31)、小斉米(32)、加拉(34)、多布吉(34)、

日本側の宮本、洞井、三尾、田中、加藤、東

野、斎藤が登頂に成功した。

［中国側隊長：張江援(43）王鳳桐(62）趙建軍

（41）成天亮（55）羅申(33）桂桑(39）開村

（32）丹増多吉(34）加措(36）吉吉(25）日本

側隊長：宮本義彦(52）田村宣紀(56）山田誠

（39）平塚章(45）三尾敦(32）加藤幸彦(63）

洞井孝雄(46）田中伸作(36）松谷拓也(24）

清水公男(30)]

［(報道）中国側：多吉占推郭思

日本側：鮎沢政文(32）東野良(52）村田彰

(40)米山悟(32)高橋克昌(26)斉藤文彦

（29）伊賀上賢司(32)］

［女神の山「チョモラリ峰」全員登頂（長野県

山岳協会）山岳第九十二年1997年12月5日

刊仙女の峰チョモラーリに抱かれて（宮

本義彦）山と渓谷737号1996年12月号

「仙女の峰」チョモラーリ峰（長野県山岳協

会チョモラーリ登山隊）岳人594号1996年

12月号］
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登山時報287号（1999年1月号）に「成功率と

安全性を高めるために」と題する労山海外委員近

藤和美氏の覚え書が載っている。ヒマラヤ登山に

おける留意点を氏の30回に及ぶ高峰登山からまと

められたものである。一読して非常によくまとめ

られていると思った。HAJでは、これまでも

｢事故対策研修会」の資料として似たようなこと

を何度も載せている。

高峰登山の実践者は数多くいるが、その人々の

体験が一つに集約されることは少い。どうしても

個人の体験としてせいぜい研究会や飲み会の席上

で話されてどこかに消えてしまうことが多い。

一つには｢近藤覚え書」のようなものに「肉」を

つけて「基本集」を作ること。二つには、「準遭難」

も含めた「事故事例集」を作ること。三つには、

それらを引用した｢生と死の分岐点」的な解説書

を作ることが「自己責任」の世界であるヒマラヤ

登山から事故を減らす道であると思う。そのため

にも山岳団体による機構が必要である。（山森）

陰暦鳫目厨('2月）
2日（水)HAT-Jとテイクイン、テイクア

ウトについて協議（ルーム）

8日（火）ポカラ国際山岳博物館連絡協議会

(JMA、山森）

14日（月）中国登山協会代表団歓迎会＆サヨナ

ラ案内状発送

21日（月）東京集会（24名）

25日（金）仕事納め（1月5日まで）

ヒマラヤNo.327(2月号）

平成11年1月10日印刷11年2月1日発行

発行人稲田定重

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170-0013束京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」

.一一_

ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒー ﾀー のレンタル開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)

●パルスオキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店：日本メディコ株式会社．
レンタル・販売問い合わせ先 株式会社ティ・エッチ・アイ

〒135東京都江東区木場2‐5‐7KHビル7階
TEL：03-5245-0511FAX：03-5245-0510

(隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）

－24－
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遠征隊、トレッキング〈秘境への旅

あらゆるIII請・許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など

お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしまれ

（
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トレッキング･ffll1隊のI;'|罵可取得から航空券・現地手配までお!jlき受けいたします。
～ネパール・インド・ブータン・パキスタン・東南アジア・アフリカ・南米～

懲彗讓紡雛滋縁
トレ､ｿキング･海外登山

シルクロード･秘境旅行

のパイオニア

東京本社〒101束京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階置03(3237)1391(代表）
キャラバンﾃ゙ ｽｸ〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店ｱﾈｯｸｽ5階盃03(3237)8384(代表）
大阪営業所〒530大阪市北区神山町e4北川ビル5Fa"(367)1391(代表）

カトマンズ営業所JAIHIMALTREKKING(P)Ltd.P.0.BOX3017KATHMANDU.NEPALa221707

運輸大臣登録一般旅行業“7号

琴 蝿蓋鳶議
錘

〃？zシ烹鴛黙琴蹴BO3-3574-8BSO
……■r

三井航空サービス代理店2452号

灘蕊。

鴬

鑑
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"C"，〃S SPOR
●新潟プラーカ店//〒95O新潟県新潟市天神1-1プラーカ3Bl恋025(240)2316
●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1-8識022(297)2442
●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通l-lO-l6恋0196(26)2122
●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8aOll(222)3535

●ルート36真栄店／〒004札幌市豊平区真栄一条2-13-2念011(883)4477
●北十二条店／〒001札幌市北区北十二条西3-5盆011(747)3062
●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5壷011(219)1413
●旭川店／〒O70旭川市六条通8-37-2s0166<24)5300

●外商部(メイルオーダー)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3冠03(3200)7219

●登山本店／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3冠03(3208)6601㈹

●スキー&カヌー本店／〒169東京都新宿区大久保2-18-10恋03(3209)5547㈹
●新宿西口店／〒l60東京都新宿区西新宿1-16-7盆03(3346)0301㈹
●新宿南口店／〒l51東京都渋谷区代々 木1-58-4壷03(5350)0561
●神田登山店／〒101東京都千代田区神田神保町1-8壷03(3295)0622
●神田店／〒lO1東京都千代田区神田神保町1-4母03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-6-1盃03(3295)6060
●八王子店／〒192東京都八王子市横山町3-12念0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒I92東京都八王子市横山町3-6盆0426(46)3922
●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4盆0492(26)6751

●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123壷048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5-3壷0273(27)2397
●松本店／〒39O長野県松本市中央2-4-3盆0263(36)3039
●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1冠025(243)6330

鵜
事務所／〒'69東京都新宿区百人町’－4－’5か03-3200-1004


